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は
後
に

.
述
ぶ
る
が
如
く
懂
少
な
小

a

錢 

か
支
給
し
て
わ

-̂
o

'，
..

(

.註 

ニ
I
V
. 
y
&
i
oカナ OPI. 

cit..-p. 1 ,94
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■け no.one:SIlalI entice away. t;lle,-app>reat:ice 

o
r
a
n
o
t
h
e
l
v

 

o
r the 

servant-., o
f

 

another,, 

within 

m
s

 

lierm, 

nor- 

shall, receive 

a
n
y

 

,

apprentice 

for. a. les 
の f

8
r
m

 
けl̂

an .for 
力
 ten,, years, 

and:witll, 

thirty ..SMIlias- 

at: 

-least.; .and 

then-the: apprentice 

must; 

m
a
k
e

 

oatih. 

to:: 

observe.' the 

PTOVisionw .-in,

けllis'.iwriting 
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n
e
d
A

ッ(
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c
u
s
t
u
i
r
u
m
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pp.: 7S, 
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是

ょ

り

も

以

前
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0 

0-.
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.
 

 ̂

0
川
さ
れ
，
^
.
‘と

W

は
も
る
が
：、

後
！.！

附
加
し
た
も
の

W

の
疑 

間
が

.あ

る
© ゴ
'
 

-
即

.ち
ス

.Tile; 

word:..i,lselris.,fiTS 7
foun,d 

パ；a.

け：
.

rfle.,:en.d: of'-tne' 

r;5th.'century....'. T
h
e

 

endorsep:ien 
け
.

of. a. writ, in 

the'Rolls-01-'-parliament 

for 

,
.
2
0 

.-i.ciward:.,x,. reads
,
.

ふ D
e

 .:attornatis.:e.t 

aD.prellt.ias/ 

-'but., it 

'is. 

not. ,..certain 

w
h
e
t
h
e
r
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第
二
十
卷

.

i

t
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m

め
：
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セ
赛

D

 

赞
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ハニ 

endorsement 

is 

d
u
e

 

to 

a later llaBd.

ニ (Lambert, 

cit. 

p. . 195

レ Dar^IOP a
n
d

 D
e
n
m
a
n
,

 

op: ,cit 

p. 

2
0

 

等
®

-(

驻
冗

•
 

■4̂
'

し 

prof.. 

A
s
h
l
e
y
.

，'は
，次
；ぎ

.の

.-.か：

く
...斷
定
.‘.し

 

'て

-ね
，-
.る
。

，.，
：.

へで In: the 

ê
Jrly 

part, of .the. 'fourteenth. 

cenEry, 

apprsliceship 

w
a
s

 only gl^dual!y 

bec<saibg 

an'absojutejy, 

necessary 

Dreliminarv 

to 

setting 

up 

as 

a

 

master: 

(iicononlic 

History, 
L

 
p. 

8
9
〕

促
し
敎
授
の
引

W 

# 

:が
倫
数
に

0
す
る
も
の
、卯
：，ちへ

* Memorials, 

o
r London' 

a
n
d

 

London. .Lire in 

tlie 
XIIT, 

XIV:, 

&

 

X
V

 

Cepturics/

パ
の
み
で
あ
る
，と

 

w

 

を

散

’
し

辟

>
、

 ̂

 ̂
^
 る o 

卯
ち

Y

ぎI
c

じ
於
い
て
は

：
I

四，一

五

#
、ぎュぱ

3
p
t
o
n
l
i

於
い

k
;
は

j 

g

 

H 

o
お，

w
s
o
nじ
 

於
い
て

'は

一

四
五

O

年
の

.
如
さ
で
あ
る
。

レ
ン

H

 

. 

‘〜

'
 

:

白
山
な
親

.

.，
方
職
人
じ
な

'
‘る
，
.た
.：め
に

§

た
る
經
膝

#

.絕：.：

孰
に

-必

：
要

：
を

す

，るや

ぅ
：
に
..な
つ：た：

の
は
，かな

'り
後
の
こ
ご
で
あ
る
。.こ

 

>

に
故
弟
訓
線
を
經
す
し
て
観
方

i

な
り

>

 

ル
ド
の
自

由
播

s
.
.

お
權
得

t

ね
：第
ち
一

"糖
あ
る
。

t
lク
k

す
-でy

:

艱

方

れ

‘
る
：激
の
長
子
で

あ
つ
て
、

が
：：A

ド
め
自

-
S
L

横
を

.プ
軸
：

0

世

®

财

邀

し

R

極

得

：し
：た
。ゅ

.恐
：
6

ぐ
同
ね
頃
っ

 

で
あ
.ら
ぅ
が
そ

れ

等

の

自

-
S

耕

.方
の
，赛
辦
成
ひ

-
は
.姚

e

精

娥

し

；
て

そ

め

妙

權

一

を

：
腾

得

レ

れ

者

も

.
あ

‘る

*
ゅ

こ

の

方
法

.は
必

や

し
‘
も

初

網

に

；
：
止
i

も
ず

•後
に

.
デ
ル
：ド
が
外
來
索
を
；

m
み

；
®
:

占
的
'色
懇
を
强
め
る 

た

，ス

e
-

な
つ
：

‘
か
ら
も
、相
，續
世
：戮

の

方

‘
法

は

殘

存

レ

て

.
ゐ
.
'ぬ
：.。

.

又
.
.他
の

.
能

弟

制

.廣
を

.經

.た

.
-
^

»■■
 
-

-
-
-
ド

：-
-
-
-
-
--

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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-
-
-
-
:
:
.
.
ニ
ー
ニ

-

-

-

一
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m
l

M
i

j

い
.
;
-
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.

.

.

^

.

.

.

.
-
-
-
-
-
i
i
i-I  

-
-
-
-
-
-
-
-
-

.
 

-
 

-

-
-
-
f
.
n
-
I
}
,
i
!
;:

の
か
、ら
も
何
等
の
苦
情
も

0
か
す
、父
か
、ら
訓
練
を
受
け
た
；

/
J

云
ふ

®

由
：に
.
依
；つ
て
，そ
.れ
等
使 

®

 y

レ
同

1

視
さ
れ
、ゲ
ル
：ド
の
自
ぬ
權
獲
得

^

ビ

し
て
盤
錄
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

S

か
ぐ
の
如
き 

は
元
來

'使’路
制
度
が
私
的

側
：，
係
で
あ
レ
，そ
れ
が
公
法
的
規
定

ビ

な
つ
た

ざ

し

て
も
、そ
の

W

智 

を
認
め
る
の
が
自
然
で
あ
る

か

、ら

で
あ
ら
ぅ

"

又
他

.方
ギ
：

-

ル：ド
が
次
第
に

0
占
的
傾
向
を
强 

ぐ
す
，る
に
徙

.ひ
、そ
の
脚
占
柳
を
現
狂
の
デ
ル
ド
に
：於
け
る

*

力
者
の
血
族
刷
係
者
に
遺
®
す 

を
.方
法
を
探

£

ん
、；>」

す
る
こ

i

も
又
極
め
て

'自
然
な
こ
と

.
で

あ
る
。

-

筋

1:1

に
.徒
弟
の
訓
練
を
：終
ら
す
し
自
码
厲
ぐ
な
り
得
る
方
法
は

' 
一

：

足
の

■賦
驗
を
經
、入
會 

金
お
收
め
て

0
 S

に
な
ら
得
た
の
で

' 
あ
.
る
’ゆ
即

i

:相
赏
技
俩

'
の：礙
秀
な
る
者
は
そ
の
腕
前
さ 

へ
示
せ
ぱ
ょ
か
ジ
た

.
の
で
ル
る
。
，勿
論
こ

；
Q 

C
, 

?
は
：
時

に

：：
は
、
殊

に

：
後

：に
：
な
；
れ
ぱ
つ

一

層
：
使

弟

に
 

も：必
要
で
：

P
つ
.
た
：
のV

で
.、一;

定
の
ま
弟
：期
間
お
觀
た
者

.
，
は

：
同

じ

十

：
分

：
有

：'

能

：
な

る
-3 

,fレ
を
'摊

明
 

ま

る

：，二
ズ
レ
が 

' 必

要

が
.あ

0

 

 ̂

.

:

然

し

そ

の

，
認
；
可.料

が
，
徒
：#

に
骤
し
て
は

ま

く
、他
の
徒
弟
た 

ら
ざ

-

0
.

し
寧
に

’辟
高
か

.力
を
。

に

.

般
の
廣
，

弟
：！.J'. Q

：:

間fii,:

本

質

：：的

：

何

等

の

あ

：
遂

は 

な
か

*
;た̂
ぁ
の

‘ 

で
も
よ
い
。，

.
觸
科
金
：⑦

.高
低

0
^
外

！，

恐
‘ふ 

試
驗
の
雄
週
に
：際
し
使 

は
；採
轉
的
容

.易
じ
，狐

週

し

趙

ホ

§
0
$
s
o
 

是
：等

'

♦相
纖
は
キ
分

/認
め

'ら
'

(

お
五
§
. 

i

i

i:め
變
纖 

S
ハ號 

六ニ！：

I



Y  - */ * .  M  •j

L

银

§

&
 

i

i

i

o

l
 

第
六
號 

六
5
^

れ
：る
か
そ
れ
以
外
じ
诚
；

Si:

时

が

お

：ぺ

こ
：の

制

摩

赠

當

钱

.ま
で
凝

‘存
じ
：て
ゐ
た

.や
う
で
ぁ
る
。
 

0
4
少

ぐ

ど
も

N
o
r
t
h
a
m
p
t
o
n

の
仕

*

職
め
，間

#

 

S
 

:
s
七
年
の

.後
ま
で

も

殘
存
し
て
ゐ
た 

や
う
で
も
ふ
。め
從
め
て
恐
ら
ぐ

.ユ
タ

ず

*

I

ス
朝
に
於
，い
て
も
發
兄
し
得
：る
か
も
知
れ
な
い
广 

0
し
乍
ら
是
等
は
寧
力
例
外
的

a
Q

も

の

€ :

見
；タ

：1;

ベ
き
も
め
で
あ
る
。

：.：！

般

じ

は

筋

す

肩

紀
 

末
：か

f
e筋
十
五

'世
組
に
か
け
て
漸
次
、

の
方
法

.に

：依

：つ

て

親

方

ヒ

^
#
^
^
^
こ

ざ

は

不

可

能
 

な

つ
て
来
た
の
で
ぁ
る

ひ
.
即

ち
ギ
ル
ド
は
徒
弟
制
搜

^

厳̂

に

な
-..:̂、

徒

弟

を

經

た

‘
る

す

で

な
 

.け

れ
‘ぱ

ギ

ル

せ
0

一
 

員
.た

：も

こ

を

得

す

ざ

姨

定

す.も

：や

：う

に

な̂
 

f
e 

0

但

し

前

述

‘した

す

 

で
に
親
方
た
る
紫
の
特
辟
の
圓
係
者
は

i

の
跟

-P' 

,で
は
な
い

ぃ：
,
何
故
に
，か>\の
如
き
制
限
が 

行
は
れ
る
や
う
：

2

な
た
か
に
就
い
て
述
ぶ
▲
親
に
少
し
ぐ
ギ
广
ド
に
於
け
る
徒
涕
の
狀
態 

.'に就
い
て

，特

P
そ
の
挑
型

 

'的

な

よ

，も

の

を

略

述し
，^
置

ぐ

必

.要

が

ぁ

る

プ

.":

®

1
)

自
‘
曲
權

.
1
H
,ふ
，
も

，本
來
；の
意
味
で
の
自

‘由
で
：は
な
い

。

.

.ぁ

る
職

‘業

.ケ
ぁ
る

M
. 

0
..
 

0
處 

の

下

じ

ま

い
ズ
ン
ホ

ふ
：
の

.
N
- 

;
 ̂で

ぁ

る

。
ぶuch 

w
ere 

the 

fetters 
w
M
c
h

 

the 

English 

Gild 

Merchant 

of the Midd
l
e 

ages, 

under 

rhe 

guise 

of so-called 

f
r
e
e
d
o
m
/

 completely, sbaokled 

free
'
 commercial 

intercourse.

ニ'
 (c.  

Gross,'op. 

ci

t
v
.

vol.. I.

(

胜 

ニ)
《
whmn/-̂

lle.sor̂
...or'dauglltex; 

of 

a
n
y

.,-.ポ

reth.eren. 

o
f the...-gil.d- 

would, 
come.-:.into, 'the 

gild, 

.they...'.'Shan 

be

llonouralbly-. received, 

without .any ...payment 
ニ

.
 (T

o
u
l
m
i
n

 

smith., 

E
n
；?lisli 

Gilds, 

p. 

i
6

 
ニ

.

s
 

ニ1
)

Dunlop, 

op. 

cit. 

p. 

I

ぬ7.

(

独
四
、

へへ
 

Mけら 

curious, 

|.!so, 

to 

fiud. tbat at the 

later period 

on!y occur 

the 

entries' of. admission 
b
y

 patrimonv. 

T
h
e

 

eVn 

August, 

I

ひ77, 

w
e

 

find 

that 

whereas Joseph 

Snaith 

h
a
d

 

h
a
d

 

liis 

freedom 

entered b
y

 

patrimonie, 

the 

Court 

objected, 

a
n
d

 'it 

w
a
s

 ordered 

that 

liis 

freedom, should stand 

only 

as 

a 

persobali 

cappcity. 
ニ 

In 

spite 

of these 

entries 

admission 

b
y

 

patrimony 

shortly 

afterwards 

occur 

without 

s
y qualiScafiion being 

m
s
t
i
o
n
e
d
.
"
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M
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Lambert- 

op. 

cit 

p 1
7
4
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註
五
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へ

ぱ

一

三

® 

A
年

倫

教

L1

於
け
る

.pewterer^s 

G
i
M

，
て
は
試
驗
さ
れ
た
る
者

.か
合
法
；

職
人

ゴ

認め

"一

H

六三年

F
u
l
l
e
r
s
1
1

關し

 

< 

も
同
様
の
規
定
が

ゎ

つ 

'た
。

.今
：こ

、
じ
は

‘No
r
t
h
a
m
p
t
o
n

 

，の
：F

d
l
e
r
s
:

の
例

か

寧
げ
る
。

即

ち

《
E
v
e
r
y

 ffuller wliich 

has 

nott bien Apprentice 

to 

the: sarne orafte 

in 

the 

toun 

of N
o
r
t
h
t

 

Ipy 

the 

term of-iiijrvere 

at 

the 

leste, 

trewly 

s
s
.
e
d

 

and' 

ffumiled, 

that 

shall 

sett 

u
p

 

crafte 

a
n
d

 

-occupie 

Tiouseholde 

in 

tlie 

s
a
m
e

 

toun 

s
a
y

 

だe 

;provcd 

be 

the Maisters 

o
f the 

s
a
m
e

 crafte 

suff̂
y-cvaunte 

a
n
d

 

able 

t:o 

occupie 

a
n
d

 

kepe cliarge a
n
d

 

rew!e 

o
f ss

n
e
s
.

 goo

仏s affore 

the 

maire 

for 

the t
y
m
e

 

beyjnir，

ニ rbunlop. 

ODV 

c
i
t
.

力
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^
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A
s
h
l
e
l

 

op. 

cit. 

vol..II. 

p. S4.,f.

(

註
六

)
N
o
r
t
h
a
l
t
o
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T
a
i
l
o
r
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に
於
い
て

j

四
四
四
年

L
L

徒
弟
た
ら
ざ
り
し
者

L
L

は
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 ̂

i
l、
 

徒范ヴし有には

T

忠

X

片
の
规
定
モ
も
つ

‘'た。
：

(

能
七

)

前
能
の
規
定
が
残
へ
び

.同

¥ L
i

與
定
さ
れ
わ
の
で
あ
る
。：，

以
上
述

%

た
や

ぅ
に
第
十
五
世
紀
に
到
れ
ぱ
英
蘭

9

 

,大
部
分
に
於
い
て
徒
弟
制
度
が

:

樹
立

邻
ニ
十
卷

(

七
蹇

)

慕
独
觉
制
挽
の
；變
遽

 

然

六

敬
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徒
弟
则
歡
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六六：

 

さ
れ
た

' 

ど
.
見
ら
れ
る
。

.

然
ら

.
ぱ
そ
の
徒
弟

.
制
採
は
何
：が
敢

1
2：

制
定
さ
れ
た
か

。

' 

す

で

に

"
述

べ 

た
.
如
く
徒
路
そ
の
も
の
は
親
方
職
人
に

プ
レ
つ
て
獨
宜
で
あ
る

-

同
.
時
：に、徒
弟
に
ざ
つ
て
も
常 

時
技
術
を

®

得
す
る
の
に
最
：

$

宜
な
方
法
で
あ
た
ら
ぅ
。

：：

即
i

本
來
に
‘於
い
て
描
弟
制

度
は
、南
者
に
於
け
る
か
ぐ
の

-
如
き
便
一
ょ
ク
後
し
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
契
約
書
を
見
れ
ぱ

,

.
:

' 

.
- 

:
.
.

. 

.- 

明
か
に
是
を
目
的

>

す
る
文
言
を
，見
出
し
得
る
ぶ
親
方
は
徒
弟
に
對
し
て
そ
の
身
分
に
相

®

す
る
衣
食
を
織
與
す
る
義
務
が
あ
：る
ァ
殊
に
そ
の
職
業
を

.適
度
に
敎
へ
る

.

云
ふ

こ

9J

が

最
 

大
の
貴
で
あ
つ
た
ぃ
之
に
對
し
て
扼
弟
は

I

定
，の
チ
服
、多
ぐ
は
七
：年
問
親
方
の
家
に
住
み
、
 

そ
の

.命
令
に
服
從
す
る
。
又
多
ぐ
の

’
契
約
書
に
は
善
行
ご
温
順
を
誓

V

ふ
上
に
、路
博
に
類
す
る 

行
爲
や
酒
色
に
：耽け
，る
こ
は
絕
對
に
禁
此

さ

れ

H
.
こ
、
に
注
意
す
ベ
き
は

.観
方

’/
J

徒
银 

.’/J.

の
間
の
個

.人
的
廣
係
で
あ
る

.

.

.即
ち
义

4
r

か
動

.方

.の

..，家

.

.に

.あ

.
ウ
.て
全
然
そ
の
撒
.督
の
す
に 

あ
ト
、絕
え
や
そ
の
人

•如
に
接
觸
し
て
純
然
た
る
師
弟
關
係
に
あ
つ
た
マ

」

云
ふ
こ

ノ
レ
が
徙
弟
制 

度
に
於
け
る
最
も
重
要
な
る
，特
徵
で
あ
る
。
彼
等
徒
弟
は
假
令
僅
な
小
遺
を
與
へ
ら
れ
た

VJ 

し
て
も
、

S

そ
れ
は
彼
等
の
势
働
に
對
す
る
報
酬
で
は

-な
い
。.彼
等
の
報
酬
は
そ
の
職
業
の
督 

将
で
あ
る

0

又
そ
れ

y

レ
共
に
ギ
ル
ド
の

I 

f
iざ
し
て
の
人
格
の
養

.成
は
そ
の
目
的
ご
す
る
ご

.

こ
ろ
で
あ
ウ
た
。
從
つ
て
親
方
は
徒
弟
を

.
鎌
正
し
得
る
し
、又
さ
う
す
る
：や
う
に
期
货
さ
れ
て 

ゐ
た
の
ヤ
め
る
。

さ
、ら
に
赛
し
そ
の
徒
弟
に
レ
て
親
方
の
.個
人
的
力
を
以
ウ
て
し
て
は
改
善 

さ
れ
さ
う
も
な
か
つ
た
な
ら
ば
、外
界
の
權
威
者
の
力
を
借

-CN

る
こ
ご
も
出
來
た

0

又
之
に

K
 

し
て
親
方
が
徒
救
に
載
し
て
不
當
な
行
爲
を

な

し
た
な
、若
し
ぐ
は
適
會
な
敎
育
訓
線
を
そ
の 

徒
弟
に
與
へ
な
か

0

た
な
ら
ぱ
、同
じ
く
ギ
ル
ド
の

.

干
涉
す
る
ざ
こ
ろ
マ

J

な
つ
た
。⑧
か
ぐ
の
如 

く
親
方

V」

徒
弟

ざ

の
間
の

®
 

行
動

に

す

ら
于
與
す
る
や
う
に
な
ウ
た
の
は
第
十
五
世
妃
中 

顷
ょ
り

I

層
®

だ
し
ぐ
な
ウ
，だ
の
で
あ
る
が
，

a

本
來
に
於
け
る
親

3
5
:

マ

J
,

徒
弟

’、

J

の
師
涕
的
愛 

傲

S

係
に
は
相
反
す
る
も
の

’

/
J

云
は
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
即
ち
徒
弟
制
度

W

そ
れ
が
厳
密 

じ
成
文
上
に
规
觉
さ
る

> 

S

共
に
、親
方

V
J

徙
弟
，

V
J

の
個
入
的
關
，係は
：

一

種
の
«
利
義
務
の
關 

係
な
つ
た
の
で
あ
る
。
か
ぐ
な
れ
ぱ
ギ

ダ

ド
が
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
の

一

，部

、//し
て
徒 

弟
の

.
種
々
な
る
日
常
事
墳
に
干
渉
し
、规
跋
す
る

1
3
^

う
に
な
：を
の
は
：極
め
て
自
然
で
あ
る 

か
ぐ

I

ぃ
吾
人
は

.
徒
弟
契
約
，戴
の
中
に
ニ
個
の
‘要
素

 

>
※

認
め
る
こ
，y

j

が
出
‘
來
る
。

即

ち

：！
は 

観
方
徒
弟
さ
の
間
の
私
的
圓
係
の
，持
續
を
規
定
ず
る
も
の
で
あ

.
る
，。

観
方
の
直
接
な
る
盤 

督
の
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
他
は
親
方
ざ
徒
弟
が
共
に
ギ

.ル
，
ド構

；：

成

の
.

f

要

素

ざ

し

て

相
 

’
银U

十

卷

(

七
五
セ)

英
蘭
維
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{の
變
澳
 

银
六
號 

ガ
七



I

银ri

十
激
へ
七
五
八

)

英
撒
維
第
制
度
のi

 

第
六
鎭 

六<

S

に
V」
云
ふ
よ
タ
も
寧
ろ
ゲ
ル
ド
に
對
し
て
そ
め
義

務

ど
遂
行
す

^
0

責
任
を
資
ふ
こ

‘
ざ

を
規 

定
す
る

V

こ
の
ニ
づ
の

/
公
私
の
義
務
が
調
和
し
て
れ
は
れ
て
ゐ
た
雜
圓
に
.於
い 

は
成
功
し
た

5,,
云

a

得
る
？

'
例
へ
ぱ
よ
き
品
物
を
作
成
す
る
こ

W

は，1

般
，に
ギ 

る
貴
伍
で
あ
る
タ

J.

共
に
、
'親
：方
の

♦

子
に
：對

f 

義
務
で
あ
づ

f

c

o弟
子
を
し
て 

作
成
さ
せ
る
こ
は
訓
練
«
業
の
方
か
ら
覓
て
も

 >

 

グ

ド
全
體
か
ら
見
て
も
よ 

る
が
、是
を
な
レ
得
る
に
は
先
づ
親
方

V
J

徒
弟

’/
J

の
公
私
の
責
扭
觀
念
が
充
實
し 

ば
-な
ら
な
い
。
然
し
か
ぐ
の
如
き
は
必
す
し
も
常
に
行

は

れ
て
ゐ
た

 >

 

は
考
へ 

殊
に
外
界
か
、ら
の
膨
迫
的
，

g

定
は
次
第
に
親

.方

，じ

徒
弟
ざ
の
間
の
開
係
を
單
な 

のS

係
に
化
す
る
を
免
れ
な
い
。

か
く
し
て
却
つ
て
¥
ル
ド
ほ
部
の
職
能
を
漸 

し
め
，機
械
化
し
、終
に
破
線
せ
し
む
る
に
到
つ
た
マ

」

考
へ
、られ
る
。

(

註
"！〕

.慎，

.立

.上

.

.次ぎ

.LL
1
.

四五

-
.九，ギ

.

.の，！

.他范契：約を
描
げ
て
稗
く
。
，

(

ンhis. indenture 

m
a
d
e

 

b
e
t
w
e
e
n

 

JTohn 

G
i
b
b
s

 

o
f pe

n
N
a
n
c
e

 

kl. 

connty 

0
1 Co

r
n
w
a
l
l 

OT. the 
o
n

 
ぐ
，；PPI-t 

and. 

Jolhn. 

GofTe, . Sj>aniard, 

2 "the. other 

part, 

witnessed 

that., -tile... aforesaid 

Tolln 

Goffe 

lias 

liimself 

け
0 1: 116. aforsaid 

T
o
b
b

 

G
i
b
b
w

 

.
t
o
- 

l
e
a
m

 

t;lie 

craft 

of. 

fishing, 

and. 

t
o stay 

w
i
t
h

 

liim- 

P
S apprentice 

a
n
d

 

to 

serve:from 

1:Ke. feawt"of.Ttaliip, anci‘.Tames'next: 

to. 

c
o
m
e

 

after 

.
 tilae: d

a

けe 

of 

タcse 
づrewent;s

.
 cntiI-..-..t;llc'.epLd. 

s:eiwht,:yea/s 

t

ザ
，

en 

ひJ;lwuinjr 

axL.d... 

compl.e
けe.;.. (Ilrouell:which ' ■

term, 

.tlie 

aforesai<J

て徒

‘弟
制
：度 

ル
ド
に
對
す 

ょ
き
品
物
を

い

T J 

S
で
あ 

て
ゐ
な
け
れ 

ら
れ
な
い
。
 

る
權
利
義
務 

次
に
圓
定
せ

£ ■I < .

J
o
n
n

 

Goffe shall 

weil .and 

faithfully serve 

Uie 

aforesai<i Jotln..Gibbw 

a
n
d

 Asjnes 

hi

やwife:'as, his..masters

.
 a

n
d

 .brds, 

shall 

!<eef> 

iiheir

.
 secrets, 

spall 

everywliere 

willingly ..do .tlleir lawful, a
n
d

 ..honourable comnlan.ds,.. sllall, d
o

 

liis 
masters, no. in

ミry

nor 

see 

injury 

<ione,to. i
n
e
m

 

b
y

.
 o

けners, .bull

,

prevent; 

tlie 

s
a
m
e

 

as. far. 
a
w he. Can., 

sTiail 

not..waste 

liis 

master's 
roo< 3s 

.nor.

■
 

.

.

.

.

lenp 

U
i
e
m

 

t;o 

an\< m
a
n
.

 w
i
t
n
o
u
t
.
m
s

 

special 

c
o
m
m
a
n
d
.

 

A
nd.tile 

afore

をid 

J
o
l
m

 

citJlDS a
n
d

 A
g
n
e
s

 

Kis 

wife 

sliall 
teach.

. 

*

■
 

'

ま 

l:ram 

and 

Inform 

o
r cause 

tne 

aioresaid J
o
h
n

 

Gofre) 

their apjprentice, 

to 

Ije 

intormea 

ir* 

the 

craft 

m

 

th.e 
best:

w
a
y

 1;liev k
D
O
W
,
. chasun£f,lllm.. <1111づ

 a
n
d

 .6n<iing-.for 
けhe. s
a
m
e

 . l.ohD, 

their 

adprennce,, food, 

.clothings 

linen 

a
n
d

 

w
o
o
U
e
n
；

a
n
d

 

shoes,'sufHciently,. a
s
, befit; 

such-an. a 
で prentice 

to 

t>e.foun<i, 

<iurin 2:- 

t;lie 

t;erm 

aforesaid
.

.

5 

fBIand, 

B
r
o
w
n

 

a
n
d

.

.
 

.
 

.
 

■

i-'2.wney, 

(ed.'}《
Enjrlish.. E

c
o
n
o
m
i
c

 History, 

o
. IA7)

(

驻 

ニ)

‘
 

へ
ニ lie 

salde. John. Gare, shall 

give, .him 

tlie 

first 

yere 

of tlie sa.ide; viii.、yeres

'
 iiid .in 

monev,.'pnd 

tlle'secorui 

yere vid a
n
d

 

so 

atter‘.the.Tate. of iiid.' to. an.yere, 

and. -tile. last., yere.of.the 

saide 

viii.yeres'‘"the: 

saide, 

Totln 

Gare 

shall

.give unto 

tlie 

saide 

Walter 

X
.

 stiillings 

of m
o
n
e
y
.

ニ (cunnins-llam, 

op. 

cit. 

350 〕

••
 

...
 

■
 

.

ぺ
註三

：}

か
く
の
如
く
多
く
の
私
ぜ

L
i

父公事に開し種々
督の必奥が生じた結巢

•
と

X 

に
.
多
く
の
ギ
デ
ド

1
1

於
い

.，て
體
督
货

(searcheI-0 

選
舉
し

.不

E

行
爲
の
欲
見
起
認

か

以
つ
て
そ

の
任
務
 

W

 

す
...る，..''や，、っ
 

 ̂

つ
た
り
 

CC

.

.andfower'ofeiectionlfor:;;>earchers,'wll^reof.twoshall:>ecllosen.,.which.

w
a
r
d
s

 

a
n
a

 

searchers 

shall 

yearly 

for 

ever 

the 

m
o
r
r
o
w

 

after 

th.e 

said, eleccion. 

d
a
y

 b
e

 

s
w
o
r
n
e

 u
p
o
n

 

the 

llolv 

evanê
elist: 

of g
o
d

 before 

saide M
a
i
o
r

,
 

o
r
. 

liis

.

lieutenant

,
 for 
けhe

 
けrue. a

n
d

 

just; 

using 

of 

tiLeir.

,
 p>!aces. .and 

.ofEces 

for 

o
n
e 

Ilole 

yeare, 

or 

to 

like:effect.-、
(
A

 .Composition 

b
f 1:h.e 

Caroenters, 

I-.5

めs.
y
L
a
m
b
e
r
t
,

.
 

o
p
.
, 

cit,. jp., 

•

(

能四

〕

如

何
！！

独
弟
が
保
髓
さ
れ
た
か
に
就
い
て
は
次
ざ
の
例
に
依

.つ
’
て
知
り
得
る
。

即
ち

へ
'

.

.

.

.

.
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(
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變
遷 

第
六
號 

六
-
^
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i
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I

(4^

ポ
9

英嫩撒齋

S

恥(

繊邀
 

-
0
$ 

s 

偷
.敦
.の MerdHaht. Tailhfs 

u 

-.
於

'-.い

 

'で

，'

《
Apprentices

リ
 w

e
V
e

,
.

under Tth.e..,.care, of':the 

Gonipany, 

s
d
. masters 

.were, -fined: 

for 

iiltreatmst,: thus/i

ジ ^45

マ

assigning h
i
m

 .without.license.2Id.,.. 'and. 5
/s:for unlaw.funy beatins: Ilim’.FUther 

in 

I
4
S
-
7

 

lod- 

for 
clothing him: ill. to 

the grete 

仏isgrace. of the 

mysterie

ン(G. 

Clode, T
h
e

 

Early 

Ili-stor

づ o

ホ the 

Guild 

of Merchant: 

Taylorw,:\-01.::. I. 

p. 

2
6
0
ツ
：

.' 
‘

丑
，

./ 

-

上
記
の
如
ぐ
ギ
ル
ド
，が

.直
接
徒
弟
の
行
動
を
監
營
あ
も
や

.ぅ
！.T

な
れ
ば
，當
然
そ
の
取
歸
上 

r
疋
.等
の
.徒

ザ

片

：.，を
.
.登
錄
サ
し
め
る
必
要
か

.あ

.る
。
..
今

.簡

.單

.

.

.に' そ
の

.手

.續
，.
.
.
さ
を
述

‘ぺ
て
置
.ぐハ 

前
.述
し
た
や
ぅ
な
徒
弟
契
約

.，が
成
ま
す
る
や
を
の
日

I

寒
期

.間
內
に

.登
ぃ
錄
す
る
こ

W

 

を
必
耍
ミ
し
、徒
弟
は
親
方
に
：連

l
b

さ
れ
て
ゲ
ー

\

ド
の
法
廷
に
。現
れ
#

の
ギ
ル
ド
听
，風
の
鋭
方 

幷
び
に

w
a
r
d
e
n

の

面

前

に

，
て
，
規

定

：，に
：
菜

順

な

る

ベ

き

こ

’/
J

を
誓
：ウ
た
の
で
あ
る
‘。

か
ぐ
し
て 

徒
弟
の
烛
名
，契
約

0
日
，，等

が

デ

k

ド

若

し

ぐ

，
は

，
都

.

市

：.の
0

-

0に
‘
依
.
つ

て

登

錄

さ
.れ
、
徒

弟

，は

ギ. 

ル
ド
若
し
く
は
郁
市

.

檢
閱
濟
な
る
年
跡

.

.瞭文
に
依
つ

.て
束

#

ざ

れ

る

。

こ

の

.際

觸
 

方
は
小
額
の
手
數
料
を

ir,

記
一
に
，
納

附

す

るO
S,巷

し
，
そ

，

の
後

‘何
等
の
故
障
な
ぐ

I

.定の
年
限
を 

終
れ
ぱ
こ

s^,

法
廷
を
爛
は
す
こ

ビ
は
な
い
。

最
：後

に

の

，年
縣
を
終

‘？

た
：
時

に

-親

方

は

徒

弟
 

の

事

：を
哮

明

し
' そ
の
，契

' 約
.

.の
約
束
じ

.從
，つ
て
徒
弟
の
白
由
を

.耍

.求
；す

V

る
た

' 
め
.に
、デ
ル
ド

の
法
廷
に
現
れ
る
必
要
が
あ
る
。

.そ
の
際
：

#

び
登
録
及
び
自
由
を

#

る
た
め
に
料
金
を
支
：拂
 

ふ
の
：，が
常
で
め
っ

.た
。ゅ
か
ぐ
し
て
徒
涕
は
，

r

人
前
の
職
人

プ
レ
し
て
ギ
ル
ド
の

T
員

>
/

」

な
ム

0 

た
の
で
あ
る
。

以
上
の
凝
鎭
を
强
制
す
る
や
ぅ
に
な
っ
た
の
は
偷
效
の
如
き
大
都
市
に
於
い
，て
は

一
三

0

 

0
年
の
培
き
に
行
っ
て
ゐ
る
が
、地-方
の

0

都
市
は
そ
れ
ょ

も
：#

れ

.た
。
然
し
第
十
五
世
紀 

に
於
い
て
.は

1
,

股
に
厳
重
に
施
行
さ

る

、
や
ぅ
に
な
っ
た
。
こ
の
制
腐
が
嚴
格
に
行
は
る
、
 

や
ぅ

.に

な

ビ

共

に

、次
ま
に

V

ル
ド
獨
占
の
手
段
.ミ
し
て
徒
弟
制
度
を
利
用
す
る
や
ぅ
に
な 

っ
た
。
本
娘
に
於
い
て
徒
弟
制
度
は
す
で
に
述
べ
た
る
如
ぐ
職
業
修
得
の
方
法
ビ
し
て
定
め 

，か

ザ

だ

も
の

#

あ
ウ
で
、

的
の
も

®

で
：は
な
い
。

然
し
初
湖
に
於

‘い
で
も
！人
の
観
方
が 

訓
育

.：̂
得

，
る

能

弟

の

數

に

降

自.ら
制
限
す
ろ
ざ
こ
ろ
ゃ
ら
、次
第

"に
を
：ゆ 

'業

き

め

必

婴

5̂
,

共

12 

獨
み
的
倾
向
を

f

し
て
ゐ
た
こ
ミ
で
あ
ら
ぅ
。
然
る
に
第
卡
五
、卞
六
世
紀
の
後
に
到
れ
ぱ
，都
 

市

H

業
の
勃
典
ざ
典
に
、そ
れ
等
の
業
務
に
從
事
せ
ん

W

欲
す
る
翁
次
第

.に
墙
加
し
、且
.
っ
徒
德 

©
数

#

加
ず
れ
ば
、す
で
じ
親
ガ
の
得
#
を
有
す
る
者
に

ふ
レ

う
て
不

w

i

が
る
ブ

' 
こ
：、に
於
い 

T

牽
ぐ
利
已

.

.的
の
立

.

®ょ
ぐ
徒
弟
た
ら
ざ

b
,し
者

0

親
，方ざ
，な
も
：

.

禁̂
傘

'じ

'港

し

く

は

そ

の
 

洛1
H
-

卷

(

七
.六10 

第

六

魏

.七
：

一



b

b

k
.
.

取11
十

卷

{：

七
六I

D

英
则
徒
路
制
庇
，の
變
遷

 

樊

號

七

ニ

 

,
 

許
•可
料

.を
，H?

上

，げ
-さ
，

〕

ら
に
徒
，弟
自
職
の

.

.數
を
制
限
し
，又
を
の

'斯
間
を

.も
’厳
：重
に
規
足
す
る
や 

う
に
な
ウ
た

?

あ
ポ

""

こ
の

-
こ
ざ
は

‘徒
弟
制
度
が

.
'明
か
に
從
あ
の
良

*

を

※

S
、

弾
力
性
な 

く
。全
ぐ

r

の
圓
定
ゆ
る
も
の

i

な

-
、̂を
の

‘本
質
に

1
,

變
化
を
来
た
し

'た
も
の

ズ
レ
云
へ
る
で
あ 

ら
う
。
又
そ
の
動

i

の
全
く
自
利
的
な
ろ
は
，す
で
に
述
；ベ
た
る
：如
ぐ

S

方

0
モ̂
弟
に
與
へ
ら 

れ
た
る
特

'權
じ
依
つ
て
も
知
る
こ

€
が
出
来
よ
う
ダ
勿
論

•徙
弟
數
の
缴
刘
は
親
方
の
®
育
行 

域
か
ず
生
產
品
の

.
度

®

な
る
を
保
持
て
る
上
に
於
い
て
不
利
な
る
こ
は
云
ふ

i

で
も
な
い
。

以
下
節
を
改
め
て
，そ
れ
等
の
點
-に
就
い
て
少
し
く
考
療
し
て
見
よ
う
。

S

S
 1

)
Exeter ;

の Tailors 

の 

G
ild,

じ
於

'
 
け
る

' 
例
を
舉
げ
る

。
：Also 

Kit 

is 

ordeyned, b
y

 the 

M
.

 

a
n
d

 w
a
r
d
e
n
s

 

a
n
d

 

all 

the 

hole 

craftf that everv 

p̂
rsr.ne 

of 

l;he 
sayd 

crafte 

that take.the 

aprentys, 

shall 

b
ry
n
g
e Iiym before iilie M

.

 a
n
d

 

wardons, 

a
n
d

 

t
h
e
r
e
'
t
o
.
.
h
i
s

 

Indenture 

in-rolled, 

a
n
d

 
the 

M
.

 

to 

paye 

xij. 

d. 

for 1.he 

in-rolment; 

a
n
d

 

this to 

be. d
one 

within 

tv.‘elmon.ts'.pn<i .a. dav, ..or .elsse .to」ose. Ms.. f
r
e
d
o
m

 of’the 

crafte 

for 

euer 

more/M 

(T. 

Smith, 

op. 

cit. 

p. 

316) 

s
 

5 

一
 

0 

I

の，例

W

同
揚
合
に
次
ぎ
の
，如き親一をが

わ

る。
即
ち
す
ぺ
て
の
徙
路
は
自
由 

'

さ

が

る

L
L

際
し
ギ

-
ヴ
ド

1
1

銀
の
態
か
呈
し
、組
合
資

1
問

L
L

朝
飯ん御舰承しなければらな 

かつ

巧

後
！！

は

四
.

の
銀
の
避
の
代
づ
に
現
金
四
志

^

呈してもよい

W

 

められわ

0 A
h
e

 

fees, 

though 

fixed. I-v. statute .al :
z

 s. 

6d. 

for 

enrolmst: 

an<i 

s.- 

'5
r 

the. 

freedom, 

were 

frequently 

m
u
c
h

 

luglier . a
n
d

 

tlie crifls.' benevcoencesvand. dinners 

wllicll. were., often: exacted considerably-increased. 
th9 .expenses.r-Duniop an<i D

e
n
m
a
n
,

o
p
. cit. p, 

_ 5
sf.'v.

(

註

1 
ニ)

《 •Jsven. 

wlien. In. tlie 

fifteenth.', 

century 

selHsh 

でurpose, 

becomes, 

u
nmistakable,

Ias 
is 

Indicated,. 

lor 

sstances, 

b
y

 

tlie 

ea.se. w
i
t
h

 

which, 

rules 

could 

l̂
e 

set: 

aside 

m

 

t.he .case 

o
f
. 

masters^ 

soos,

Iit 

w
a
s

 

quite 

possible 

Tor 

Uie 

men
.

 of'the 

crift 

け

o. be-.ioBuenced 

at; ..tb:e..<̂
ame 

time 

ttie 

oilier 

consideration.' (
a

 

e
o
o
d

 

け

each.in

の〕

.TAshJev, 
ô
>. .cit. 

vol.. 

I
L

 

p. 

9
2〕

 

•

は

不
自

S
.

跨

の生れの

あ
，私
生

子
，不

具
.者、

他
職

の
あ
、他

國生 

難
ル
し
た
も
の
も
あ
る
。

(Dunlop, 

op. 

cit. 

p. 

198)

■
 

s
 
&

あるギルド

1
1

あ
つ
て 

れの着はその

.，職

.の
得
を
さ
へ

ギ
ル
ド
が
徒
涕
制

®

を
.確
立
す
る 

1
1

つ
の
方
法
を
以
つ
て
楚
を
利
用
し 

期
間
の
制
定

プ

n

で
ぁ
る
。：
先

づ

箱

I 

れ
た
數
に
刷
し
て
は
ニ
人
、三
人
、四
人 

て
必
す
し
も
同

一

で
は
な
い
？

然
し 

し
む
る

こ
‘.

i

は
不
可
能
で
ぁ
：る
，み
云 

か
ぐ
の
如
-き
は
初
期

に
あ

て

：は
少

や

、そ
の
技
術
訓
練
の
た
め

幷

び
に
獨
ポ
維
持
の
た
め
に 

た
。

即
ち
観
：方
の
雁
用
，し
得
る

#

弟
數
の
：制
限
と
徒
弟 

の
徒
弟
數
の
制
限
に

' 就
い
で
她
べ
ょ
ぅ
。や
そ
の
制
限
さ 

云
ふ
が

如

く

、そ
め
職
業

#

び
：i

地
方
の
惯
®
に
依
つ 

大
體
に
於
い
て

1

人

の

觀
方
が
多
數
の
徒
弟
を
修
業
せ 

ふ
®
由
で

上

記

の
、，
如

ぐ

少
數
に

' 限
定
：す

"る

を
常
を
し
や
ぷ 

く 

i
も
を

の
製
作
品

」

の
.尊重よ生じた

.：も

の

で

あ

，
、ら

き

1

十

卷

s

$

英蘭，
f

制
庶
の
變

m

 

.
 

第
六
號
 

七m



■

I.

楚
1

十

卷

c

七六

®

英
腐
徒
弟
制
庇
の
變
週/ 

第
六
號 

七
四 

す
。ゅ
然
じ
す
で
は
多
ぐ
の
定
說

Q

如
ぐ
徒
弟
數

0

制
限
：は純
傅
に
工
匠

.的

.良

心

の

み

よ

ク

生
 

じ
た
よ
解
释
す
：る
ご
；を
は
出
娘
な
い
。，，
彼
‘等
親
方

0
獨

©

的
：地

：位

を

享

一

樂

せ

ん

が

た

め

に

：行 

は
作
た
の
で
あ
る
。
親
方
製
作
品
の
完
全
な

'
る
を
期

★

る
よ
か
も
♦出
来
ろ
だ
け
障
害
を
説
け 

て
練

#

者
を
少
な
か
、ら
し
め
ん
と
す
る
努
力
で
お
る
。
か
ぐ

9

如
ぎ
內
规
は
第
ヤ
四
世
紀
に 

於
い
て
ぱ
朱
だ
明
瞭
で
は
な
い
第
十
五
世
紀
に
到
ら
て

，一:;

般
に
厳
®
に
规
定
さ
れ
る
や
ぅ 

に
な
つ
ね
。

S

而
し
て
終
に

.ギ

.
ル
ポ
に

-

つ̂
て
は
練
爭
者
徘
成
の
最
も
#
力
な
る
武
器
と
な
つ 

た
の
で
あ
な
。

 

，

次
ぎ
に
徒
弟
期
間
に
關
し
て
始
め
は
何
等
の
規
定
を
も
設
け
て
な
か
つ
ね
。
然
し
儉
敦
で 

は
早
ぐ
よ
り
七
年

i

云
ふ
规
定
が
あ

\

1
般
親

*

は
そ
れ
以
下
の
ギ
限
，の
徒
律
を
使

f
f
lしな 

い

i

云
ふ
誓
を
な
し

T

ゐ
る

0 

.この
偷
敦
の
惯
習

.

.は

.1

五：六

h
4

年
-頃
ま
で
に
は
！般
に
普
及 

さ
れ
勿
論
地
方
に
傻
職
業
に
依

b

多
少
：の
長
飯
あ
る
は
免
れ
な
か
つ

ぢ

Z

か
ぐ
の
如 

き
徒
第
ギ
限
の
制
足
は
勿
論
一
人
前
の
職
人
を
養
成
す
る
に
當
ゥ
て
必
要
と
認
め
た
が
故
で 

あ
つ
て
、是
を
前
の
徒
弟
數
の
制
限
に
比
較
す
れ
ぱ
海
か
に
獨
占
的
性
®:は
少
な
い
や
ぅ
で
あ 

る。
然
し
後
に
は
單
に
徒
弟
年
眼
を
終
つ
た
ご
云
ふ
だ
け
で
は
親
方
た
る
を
得
な
ぐ
な
つ
た
。

あ
る
ひ
ば

r 

0
の
年

S

お
達
す
る
こ
と
を
必
要
と

‘し
め
，
あ

る
.ひ
は
厳
格
"な
る
試
騎
殊
に
所
謂 

「

親
方
製
作

品
/
！m
s
t
e
r
p
i
e
c
b
)

の
提
出
を
必
要
ふ
し
、
又
は

！

戶
を

*

へ
'る
に
必
要
な
る
資
金
の 

所
有
等
に
依
っ
て
制
限
す
る
こ
ヒ
，に
依

-
、̂明
か
，y

獨
占
的
色
：彩
を

.弾
，め

：；

る
に
到
ク
た
の
で
あ

る
。 

. 

.

.

以
上
の
論
述
に
依
っ
て
大
體
英
蘭
に
於
い
て

.第
十
六
世
紀
の

.

中
®
:

ま
で
に
は

I

般
に
厳
格
：

 

な
る
網
限
を
有
す

.る
徙
箱
制
度
が
發
達
し
て
や
て
：ギ
ヶ
ド

«

そ
れ

.を
‘統
解
す
る
す
べ
て
の
機 

開
、卯
ち
徒
弟
は
肆
錄
さ
れ
、監
督
赏
も
探
索
曾
も

#

:

®レ
赂
々
完
全
に
行
は
れ

.て
ゐ
.た
の
で
あ 

る
。

然
一
な
じ

4

等
の
ギ
ル
ド

#

織
ほ
の
徒
弟
制
度
の
本

®

を
變
東
せ
、し
一
む
る
.氣
述
に
會
し
た 

の
モ
あ
ウ
た
。

そ
，の
原
因
は
直
接
，ギ
ル
ド
內
都

‘の
原

.因
で
は
：な
く
レ
て
、

——

勿
論
問
.接
に
は 

¥
,ダ

ド
の
：獨
占
的
政
策
が
原
因
で
あ
っ
た
ら
ぅ
が
ゆ

I

外
部
ょ

b

の
取
因
で
あ

-
0

力
。
即
，ち
 

當
時
チ
ル
ず
ぺ

.ス
謝
ぱ
於
；は
る
中
*
政

 

'断

0

干
.涉
政
策
、殊
に

i

方於ける

.勞

.働
間
：題
#

び 

に
貧
民

：.問
；
®

に

,

す
る

：

社
：會
政
策
の
賞
施
が
是
で
あ
る
。
具
體

.的
に
は
一
五
六
三
年
の

T
h
e

 

S
t

a
t

u
t

e

 

o

f
 A

r
t

i
f

i
c

e
r

s

 

で
あ
る
。

' 

. 

. 

.

(

紘'
I-〕

‘偷

.敦

の

、l̂
raclers. 

.

.

.
u 次
..、ざ

の
'
 
如

さ

规-C

や
.
/
發
.見

キ
'
 

る 
6.-- CAISO, 

>
, 

t
h
p
r

 no; .one 

.
 shall .tike, art. 

'
取U

-
F
#

 

弟
制％

の
路
盤 

：

2

ハ
释 

セ
五

i
1
1



m
l
K
s
l

银H

十
# 

(
4
*

六
六)

英
撒
徒
弟
制
度
ね
變
遷.
 

银
六
歡 

apjprent'ice,

.

if 

i
.
t
-
.
.
b
e

 n
o
t

 tesfiSed

,‘.
b
y
.
けhe

.

gsa:folks. of tKe.said—.traae-.s-wom,..t.llatvh-e,is::a

‘3
を

，proper 

and. 

sufHcient: 

,'to

、
- 

4

-keep, lnIorm,..and 

け

eacll,.. Ms. appirenticeand 

t̂
hatj, for a 

^ernvorseven.yenrs,- acceding 

け0 the. .usages' 

o
f
.

け

lie 

City,

.
 an<i 

.for not 

less; 

a
n
d

 if a
n
y

 one shall d
o

 

so,, let 

h
i
m

 

lose 

his freedom

‘ニ.

•(Memorials 

of L
o
n
d
o
r
r
a
n
d

 

L
o
n
d
o
n

 

Life,, edited b
y

 

II,. 

T. 

Riley, 

p. 

2
7
s
)
‘ASM.ey, op. 

cit. .vol. 

IL, 

p. 

9,1 

敦..s.。
..

广
胳llw 

? rhe.. d
o

m
i

n
a

n
t

.
r

c

 
む ulalion,'was:., th 
化 jpreservatlion. of th.e.‘status 

of 

master 

crafts.man, 

W
i

 

け

 iL. 

tins ..object 

m
o
s

サ
 of" t:ne, ladustrlal 

companies, had. 

ニmitcd .the. n.umbelr 

of. a
o

でrentices 

to three-for one' of 

thei.r 

governing 

boay, 

t
w
o

 

Jor.one 

o
f their Iiveiy and. one 

for 

a
n

 

ordinary....merpLber/

一
 

(George 

U
n
w
i
n
,

 ..The 

Gilds 

and. 

Compaiiies .ojf 

London. 

p>. 25 a

 

^
0

(

註
.ニD.

 

u
ロnlop, 

op-

.
 cit.

■
 p.. 195,.

及

.ぴ D
u
n
l
o
p
-
a
n
d

 Dernnan, 

op....cit.'cb.L. Ashiey,. op. .cit. 

p
.
-
'
.
?

そ
.

の
.他
。

(

独
.

Lipson、
Tile..,Econol^c History :of .England...

タ.2S3..'

(

註
.
s

そ

の

長

，
き

，
は

，
前

，

,

$ 1

の
契
約
讲

I
I

も
•
現
れ
て
わ
る
が
、そ
の
外
想
い

.
の̂
は

N
o
r
t
h
a
m
p
t
o
n

で
は 

F
u
l
l
e
r

が
四
律
、

W
e
a
v
e
r
s

は

，；ハ
年
等
多
く
揭
：げ
得
る
。

L
i
p
s
s
,

 

ibid.

，

(

註
六

)
一 .

五
五
五
年
偷

'敦
.に
於
い

 

y

 

Fewterers...*?̂
 

.

(

ぶo 

apprentice 

was. to' 

b
e

 

.

a
d
m
i
t
t
e
d
:
a
s

 

.
 a 

f
r
e
e
m
a
n

 

n
o
r 

allowed' to 

set. 

up> 

h
o
u
s
e

 till..he 

w
a
s

 

twentv-rour 

years 

o
f 

.age. 
ニ.
ざ

.
規
定
し
て
ゐ

.

.る

.
'が
,

きで
ある

 

0 (
U
n
w
i
n
,

 op. 

cit 

p. 

2
6
5
)

然
し
次
ぎ

‘
の
如

さ

0

は
違
つ

.

立
揚
か
ら
律
意

'
す
る
必
要
が
あ
る

€

思
ふ
。

へ

6
reat

poverty, 

penury.ai3<i 

lack 

o
f .living'-hath 

of 】ate y
e
a
r
s

.

.increased 

wit-bin .tile 

dty..of 

I
b
n
d
o
r
u
.
.
:

 

: by. 

reason .of 

t:b.e

over-ha-sting 

mprxiages an<i 

ov£r.soon 

,:§‘e'ltiDg 

up> 

of h.ouseh61.d,s 

o
r an

d

 

b
y

 

tKe •youth: and. youns;.. folks 

6
f
" the 

ciiv, 

w
h
l
b
h

 

liath. .commlonly

'

used, and. 

y
e
t
'
/
-
d
o
,

'to

'
 :po.aJry 

therdselves .as 

soon.-as., ever, thev, c
o
s
e

6
u
t
.
6
r
-

their apprentisehood,. 

be..-, they

never 

so yo§
r̂-an<i 

unskilful

.二-
 (J- 

Isrich®lr, 

History of the-Ironmongers* 

c
o
m
p
a
n
y
,

 

p. 

73) 

LipsoB, 

op. 

cit. 

p. 

2S5.

(

註
七

)

佛

0 

0
.
及
び

W

逸
.：の
組
合
飢
纖
の
後
期
の
展
：史
じ
於
い

 

< 

は「

親
方
製
作
品
し
は

0
な 

る
役

E

m

新
し
い
會
貫
の
加
入

.

担
む

I:ホ
段

V

さ
れ

た

然

L 

^
十
六
世
紀
以
前

L
L

於て 

-

は
偷

^

に

も

な

か
つ
た
と
る
。然る次银に行はれるや

う
-
!
！ 

.;:f

ウ

た

とのと

€

.は

明

.
か

に

大

.强

.，.，に

をび
.
を
...ミ 

0 

D 
く
，
.
'

《
.the custom.'became 

all 

but..universdr.of .deIT5pn<iing' 

the ‘production ..of 

an 

elaborate 

masterpiece, 

w
h
i
c
h

.
 embo<iie<i 

in 

s
o
m
e

 

cases, 

the 

worl

へ.of several 

months, 

and. involved. 

t：}ie 

use. of expensive 
materials. 

It; 

sllould. .be 

a
d
d
e
d

 

け

hat. the: sons, of masters 

w
e
r
e

.
 generally exemf>te.d. .from..'most: 

or all 

of these 

8n<iitIons.‘)

でぁつわらう。：とのこミは明かに後

U 

J
o
u
r
n
e
y
m
e
n

の永久的隙歡生ばむる

U

到
 

つ
'た

.

，
て

.も

.

.

.
X
W
O .Unwin'* 

Industrial 

organisation.; in'the 
一'

Sixt 
ネ ntli and'seventeenth/,:, .ĉ

.hturi.es.-p. 

,4s) 

s
 

A

w
即ち
 

'前
报

0
の
中

U

も
述
べ

-
^
るが

.
如く
、

が

、
る

J
T

は
政
策
：は多
く
の
職

0
さ

密

か 

生じ

♦
父

J
o
u
r
n
e
y
m
e
n

か

し
て
運
結
せ
し
む
る
や
う

1
1

な
り
、多ク
、
の
肚
愈
叫
题
を
蔣
起
ぱ
し
め
た
が 

故
で

ゎ

る
0

%

こ
の

H

タ
ザ
ベ
ス
朗
第
五
年

'の

statute 

of A
r
t
i
f
i
c
e
r
s

が
制
定
さ
れ
わ
の
は

I

に

H
u
d
o
r

朝

の政治家が當時問題なゥぁつた

®

々
な
る
社
會
問
題
：

®
解
決
觉

>」

し
て
、先
づ
廣

' 

. 

. 

.

.

業
界
の
秩
序
統
を
欲
し
，從來
ギ
ル
ド
の
手
に
依
つ

.て
行
は
れ

i
f

ゐ
ね
制
度
を
國
家
の
手
に 

律一:1,
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翁

(
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六
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徒
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制
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：

の
！
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十
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六
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i

i

i

o

i
 

.

‘

第
六
就 

セ
八 

收
め
ん
を

欲
-:^:

お
も

S
:

で
あ
る
。

こ

の
こ

W

は
同
條
令
制
定

-
の
：趣
旨
に
明
險
！

i

示

さ

れ

て

ゐ
 

る
。か
か

—

の
如

i

は
：當
時
漸
ぐ
外
に

*

し
て

.ぜ
國
：際
：的
寫
識

を

生
：：

じ
、內
.に
向
ウ

て

は

：.國

§

 

統

r

を
要
求
す

ふ

時

代

！

/
J

し

て

極

め

て

：
當
：然

な

，ル
0
,で

あ

る>
/
j

云

は

な
♦

れ

ぱ

な

、ら

な

い

。
ゆ 

球
に
大
陸
諧
國

>/J
此
し
て
此
峡
的
中
央
举
權
の
攀
回
な
る
英
蘭
に
於
い
て
こ
の
こ
ビ
あ
る
は 

敢
て
怪
し
む
に
足
り
な
い
。

然

、ら

ば

こ

の

條<

が̂
如
何

^

る̂
點
に
於
い
て
徒
弟
制
度
ご
關
係
あ
る
か
。
今
こ
の
條
令
の

.

.

.

.

 

'

 

.

.

.

'

 
-

-

,

效
架
を
述
ぶ
る
に
先
立
つ

' 
て
少
し

"
-
•述べ
て
置
き
た
：い
と
：思
ふ
。
す
で
に
述
ベ
た
る
如

ぐ

ギ 

ダ

ド
が
ほ
己
の
，遮
業
に
.刷

す

る
統

！
を
.得
ん
が
た

.Iめ

に
、嚴
重

：.な
る

徒
.弟
制
度
を
樹
立
し
、牌

弟 

數
の
制
限

ゴ

徒
免
年
限
の
制
走

ざ

に
依

K
V 

.
獨

H
a的
政
策
を
行
つ
モ
ゐ
た
。
從
つ
て
こ
、
に
國 

家
が
是
等
の
制
度
を
そ
の
に
收
む
る
に
當
つ
て
も
先
づ
是
等
に
圓
す
る
规
足
を
制
-¥す
る 

必

要

が

あ

そ

即

ち

弊
，
！：：：

の
徒
弟
數
に
，
t
eし
て
は
ニ

 
U
1

の
例
外
を
設
け
た
外
は
、ゆ
全
然
何
等 

の
制
限
を
も
置
か
な
か
つ
め
。

こ
の
こ

W

は
明
か
に
當
時
に
於
い
て

.當
然
採
‘る

べ

き

法

で

あ
つ
た

i

云
へ
る
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
激
し
長
が
條
令
制
定

V
J

共
に
完
全
に
實
"施
さ
れ
た
な
ら

.

 

'

 

■

 
■

 

-

 
•

 

■

 ■

 •

ぱ
"

W占
を
欲
す
る
ギ

.ル，ド
に
だ

0
て
相
當
の
打
撃

-で
あ

‘ぐ、又
ギ
ル
ド

.0
衰
.顏
を
：も

.1

層
早
，ぐ

I

し
た
こ
ミ
で
あ
ら

5
。
幸
か
不
幸
か
後
に
述
ぶ

 

'る
が
如
ぐ
ギ

ダ

ド
ほ
依
.然
ビ
し
て
制
限
を
行 

な
つ

-
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
條
令
に
於
い
て
も

•観
方
た
る
ベ
き
者

‘は
规
定
の
徒
弟
た

'
◎し 

こ

プ
レ
を
必
要
條
仲

>

 

し
た

"

こ
の
こ

W

は
ギ
ダ
ド
の
歡
迎
す
る
ビ
こ
ろ

’/
J

な
つ
た
こ

ざ

は

論
 

す
る
ま
で
ふ
な
，い
。
從
ウ
て
是
が
實
施
も
十
分
行

'は
れ
た
や
ぅ
で
あ
る

(
S

0 
ニ
の
徒
弟
期
明
の
制
定
に
闕
し
て
本
條
令
は
本
來
偷
轉
に
於
：け
る
慎
賞
を
.尊
重
し
た
の 

で
あ
る
か
ら

•全
國
に
對
し
契
約

*

に
進
ぐ
七
年
間
の
徒
弟
：期間
を
强
制
し
た
の
で
あ
る
。ゆ
 

從
ウ

て
：.

契
約

®

に

*
:か
ざ

.る
も

0

は
反
則
と
見

.儉
さ
れ

た
：：

例
が
あ
る
ポ
然
し
七
年
の
徒
弟
期 

間
、
/

」

云
ふ
點
に
到
る
必
す
し
も
實
行

' さ
れ
な
か
つ
た
や
ぅ
で
あ
る

0

あ
る
ギ

\

ド

で
は
八 

年
又
は
九
，年
の
徒
弟
期
間
を
強
制
し
て
ゐ
た
も
の
も
あ
る

。S 

:

即
ち
以
上
の

S

に

於

，い
て

！

五
六
三
年
の

Statute 

of 

A
r
t
m
c
e
r
s
:

は
制
：‘
德
の
上
に
於
い
て
は 

箸

し

い

改

革

を

試

：み

，た
..じ

拘

ら

す

、賞
；際
的
方
商
に
於
い
て

.厳
重
に
：

B

別
す
，ベ
き
點
を
嚴

見

，し 

得

：な
い

0

で
あ
る
◊
否
寧
ろ
兩
廣
は
單
な
る
繼
續

一
に
：過
ぎ
な
い
も
云
：へ
ょ
’っ

0

然
ら
ぱ

11： 

故
に
キ
ジ
ず
べ
ス
第
五
年
の
條
令
が
央
欺
に
終
ら
，ねか
：。
而
し

.て
！̂
か
く
ギ
ル
ド
の
繼
續
な 

る
！̂

も
拘
ら
ず
ジ

r

の
時
期
に
；於
い
て
：徒
弟
；制
填
，

に

、本
質

'的
の
相
違
を
：餅

し

た

5.J

云
ふ
所
以
の

.

银
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十
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も
の

‘は

‘何
故
ヤ
あ
る
か

.に
就
い
て
以
下
述
ベ
ょ
ぅ

i

思ふ々
：

■. 

(

註

I
V 

>レilhougli 

there 

remain 

in .force 

presently 

a 
わreaH a

u
m
b
e
r

 

o
f statutes 

c
p
n
c
e
m
i
n
g

 

. 

: 

: 

appreatices, 

servants

a
n
d

 

Ipbourers

-
-, yet jparUy for 

tKe 

imperfection 

a
n
d

 

contrariety

.

.for 

the 

variety 

a
n
d

 

nunVber 

of 

them,

c
md . chiefly for l.nat the 

wages 

and. a
u
o
w
p
n
c
c
s

.

.ptc 

in..

ひ Ivors 

places 

too 

S3P
U
. 

sciid. laws .BIlnat'c8venicntlv

w
ithout the greatest 

grief sin d

バ burden, of.'the. p
o
o
r
.

.

labcmre-r. 

a
i 

dae.' e>:ecution.; 

...there is .s-ood 

:

ぎ
け
ヴ

p
け一け
 

will 

c
o
m
e

 

t
o 
旧ss 

け

hat 

the 

s
a
m
e

 

law, 

being daly 

executed, 

should banish 

idlsess, 

advance 

h
u
s
b
a
n
d
r
y

 

a
n
d 

yield 

unto .the 

h.：red 

person .boLh 
in 

the. time 

o
f scarcity 

an<i 

in 

the 

time. of. plenty, a

 convinist; 

p>roportion 

of. w
a
g
e
s
:
:

 

ニ 

广け.£i1n. 

0
.

i
\
0

 

D
u
n
l
o
p

 

yecLman, 

op. 

cit.. PIP. 

7,4

(

註
ニ

)

す
べ
て

r

國
家
內

1.L
社

翁
問
遇
が
多
く
悲
超
さ
れ
た
時
、國
家

L
L

於
い
 

< 

楚
が
絲

1

胳
 

现
せ
ん

<
^
，する
傾
，

.ゆ
の

生
.，

ず
る
と

€

は
近
世
：國：家
に
於
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

.(5̂

 

ニ 1.) 

<

へ
 E

v
e
r
y

 person.'that 

..
 shall, 

have 

three 
apprentices’ 

in 

a
n
y

 

of 

the 

sai.d: 

crafts., of 

a 

clotli-maker, 

fuller, 

shea.rmajQj 

weaver,. t;ailor. 

o
r sh

oemaker shall 

k
e
e
p

.

one journeyman, 

anci 

for everv 

o.tHelr .apprentice above 

the 

n
u
m
b
e
r

 

of 

1;he..sala 

three

.
 apprstices. one 

other journeyman, 

U
PJn 

pain .of .every-default 

therein, 

lo 

か
.(ibid

ソ

(

徵 

s
」

へ
，
は
へ
ゃ
ト

vThlton, 

Jan. 

12,' 

I607.:.〔p
s
s
s
t
e
d
.
' b
y

 
the 

.July.'〕
T
h
o
m
a
s
:
'
C
o
o
k
e
,
.
:

.

.

.

.

.

 webster, 

for 

trading, 

having never served vii years> 

ppprentice

.

.
ニ (Atkinson, 

M
o
r
t
h

 

Ridiag 

Quarter sessions. 

V
O
L

 

I. 
p 

s

广I
S

 

冗〕

へ
れ

.

.'to be. bound, as 

a
n

 
ひpprentice 

after 

the 

c
u
s
t
o
m

 

and. 
order 

of th

ひ citv 

of ..London 

for 
J 

years 

at 

t;he

.

.least,

.

.(

ル
.

0
.

(

評
，
六

J 

ネ.l*r. 

.storry 

b
f Grist.ropp, 

carpenter, 

for 

retaini;̂
g:'one 

M
i
l
b
o
m
e

 Joh.Il:. palmer, as.apprentices 

without.

..indenture,、： (Atkinson,..op.,.cit. 

V ,120:.

-.

(

餅七

V 

Î
unlop. pnd..Denma.n,..op.. cit. pp, 

7.7 ff.

A

s
i
t
e

 

o
f

 A
i
c
e
r

が
實
際
上

.
に
於
い
て
十
分
の
勢
力
を
.得
な
か
っ
た
理
由
は
大
體
是

.を
ニ 

個
の
方
面
に
歸
赏

る.

こ
ふ
が
，

出
来
る

i

思
ふ
。

即
ち

}
.は
條
分
が
是
を
施
行
す
る
行
.政
的
識 

刷
を
缺
如
し
て
ゐ
な
こ

5
0

で
め
る
。
猎
に
礎

#

す
べ
き
路
弟
に
*
し
彼
等
を
律

能
せ
し
め
な 

力

つ
た
こ

プ
レ
は
最
大
の
缺
陷
で

あ

つ
た
云
は
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。

:

個
々
に
は
ギ
レ

ド
，， 

於
レ
て
登

叙
さ
，
f

て
：
ゐ
る
が

、J 

0
の̂
ギ

ダ

ド

V
J

他

0

ギ

k

ド
と
の
間
の
聯
絡
は
全
然

な

い
、
 

從
ジ
て
徒
弟
が
他
の
ギ
ル
ド
に
於
い
て
规
定
の
年
期
の
終
：

せ
：
る：
•こ：>j

.を
瞪

ま

る
.ま

I

さ
れ 

た
方
法
が
な
い
。
晴
人
の
召
喚
の
如

.き
は
到
底
實
：行
不
可
能
な
こ

す
ヤ
あ
る
。

そ
れ

も
偷
敦
：

 

そ
の
他
の
义
會
に
於
い
，て

.こ
そ
契
約
書
の
登

.記

.が：行
は
れ

.
'幾分
：是
を
以

っ
；，

て
瞪
明
の
資

VJ 

す
る
こ

ざ

が.出
來
な
い

こ
ざ

も
な

い
が
、他

‘の

登

'ま

の

制

度

なき
小

都

★

，
の

ギ

グ
ド
に

於

、
で
‘ 

は

全

然

織

明

の

癒

が

な

い

？

.‘
從

ゥ

て

そ

の

後

多
ぐ

の
請
願
等
が

提
出
せ
ら
れ
：る
に

到

っ
た
の 

で
あ

.
る
.。

e

 

V

J

の
'行

政

的

，機w

み

缺

.如
は
單
に
：朝
方
や
徒
弟
を
し

T

是
お
：無

.視
：
せ
し
：
め
た

る
の

.
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み
な
ら
す
、か
の
地
か
み
治
安
判
事

，

(lastices 

of the: p
e
a
c
e
)
，̂

し
て
こ
の
條
令
遂
反
者
を
取
縮
ク 

得
ざ
ら
し
：

^
化
の
で
あ
る
。ゆ

さ
ら
に
こ
の
條
命
を
し
て
實
際
的
效
舉
を
少
な
か
め

U

め

たも
：：

の

は

、
ギ
ダ

ド——

そ
の

®
 

ょ
り
多
ぐ
ぱ

n
&
e
r
y

殊
に

' c
o
m
p
a
n
y

 

i
呼
ぱ
れ
る
や
タ
に
な
つ

' た
—

.
.

は
最
も
擎
圓
な
る
徒 

§

制
膨

.

設̂
立
し
、-
分
に
も
の
廣
業
を

0 

r

し
て
キ
た
ビ

.VJ

で
あ
る
。
從
ウ

て

ょ
し
條
令
が

如
何
に
鋭
定
さ
れ
た

-
i
o

レ
て
も
ギ

V

ド
自
廣
ふ
ゥ

P

不
利

S
,な
る
條
項
は
全
然
是
を
無
视

■

し
て
し
ま
つ
た
め
で
お
る
。
然
ら
ぱ
何
故
に
國
家
制
，敏
の
條
令
を
全
然
忌
避
し
な
か
つ
た
か 

即
ち
徒
涕
制
度
め
完
成
ざ
共
に
す
で
に
そ
の
解
體
が
始
ま
つ
て
た
か

.ら
で
あ
る
。
即
ち
內 

的
は
も
外
的
に
も
全

S.:,VJ

し
て
ぱ
ギ
ぞ
ド
制
度

9

不
利

I
I

な
狀
態
：が
現
出
し
て
來
た
の
で
あ 

4 

0
こ 

> 
で
は
問

®

外
で
；の
る
か
ら
詳
述
は
避
け
る
が
，

g
： #

に
は

J
o
i
e
y
m
s

の
®

®
 

g

外
的 

に
は
新
し
ぐ
起
レ

，
0 

>あ
る
産
業
細
織
に
於
ホ
る
少
年
工
、幼
年

H
、

婦
人
勞
働
#
等
に
對
抗
す 

る
問
题
等
は
次
第
新
邀
業
界
に
於
け
る

>

.ル
ド
の
地
位
を
不
適
當
な
も
の
に
な
し
つ
、
あ
つ 

た
の
で
も
る
。

S

從
ウ
て
ギ
ル
ド
は
國
家
權
力
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
を
利
用
し
て
自
己
の
地
位 

の
安
鶴
を
計
ら
ん

W

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
！六

W

五
年
に
到
る
ま
で
デ
て
ド
の
勢
力
を

維

ン

以

：

而
し
て
又
政
府
が

I
ま

っ

に

I

ン

t

い

キ
ル

ド
'
®

織
の

.
S

 

5

一
 

っ
‘
じ
は
か
ぐ
の
如
き
複
雜
な
る
登

a

法
の
«
行 

‘ 

も
の
で
め
ら
ぅ

0

故
に
被
に
政
府

S

等
の
行
政
的
®
行
を
ギ
ル
ド
こ

、

:

.

晃
ゾ
は
す
で
に
初
期
の
ギ
ル
ド
の
.制
度
中
に
も
新
姐 

合
員
★

喜
ぱ
ざ
る
嫉

.

妬

0
發
揉
を

i

マ0
。

 

d

 

り

>

 

.

 

,

 

、ふ
つ

C 

6 

, 

0)
ヒ

r

 

J

び
ん
や
こ
の
時
代
に

力

つ
て
は
猛
々
®
だ
し
ぐ 

/ 

/
 

^
 

 ̂

f 

C 

.，故

.

：に
す

.

で
.
' 

こ
逾

'

、ベ

.
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^

 

r
t
M .

、
1
 

し..：,
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<> J

 

s

.

.

.

.

.

,

j
 

L
 く

プ

る

ヵ
タ
ぐ
ガ
定
さ
れ
た
條
項
の
中
ギ
ル
ド
に
ご
つ
て
不 

ポ
な
る
も
の
は
贊
行

 

' さ
れ

な
か
つ
た
の
で
あ
る
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.
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